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• e-ラーニングとは
• 日本の大学におけるe-ラーニングの位置づけ
• 大学におけるe-ラーニングの現状
• 大学図書館とe-ラーニングの接点
• e-ラーニングを支援する図書館員に期待される
知識とスキル
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e-ラーニングとは
e-ラーニングの定義と関連語彙

e-ラーニング：ネットワークを使う学習形態の総称（e-ラー
ニング白書）

WBT (Web-based training)型：インターネット・イントラ
ネットを利用したウェブによる学習

VOD（Video-on-demand）型：遠隔地のサーバにアクセ
スし映像情報を閲覧
衛星通信型：衛星通信を使って決まった時間に別の場
所に授業を配信（SCS）
テレビ会議型：衛星放送や地上波を使って決まった時
間に別の場所に授業を配信
テレビ・ラジオの教育番組

e-ラーニングとは
e-ラーニングの位置づけ

時間指定 時間自由

双
方
向

片
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e-ラーニングとは

パラダイムシフト:提供者から利用者へ

パラダイムシフト

インターネット

利用者中心のパラダイム
サーチエンジン
無料情報・HP
e-ラーニング

納得診断＆第二診断
自己責任

提供者中心のパラダイム
情報検索システム
有料情報・出版
教育機関

医師による診断
専門家による判断

e-ラーニングとは

学習へのユビキタスなアクセス

誰でも学習資源にアクセスできる

⇒学生でなくても学習資源にアクセスできる
– 教育サイト
– 教材ゲートウェイ・教材レポジトリ
– デジタルレファレンスサービス

どこにいても学習資源にアクセスできる

⇒教室に行かなくても授業を受けられる
– モバイルパソコン
– パームトップ
– 携帯電話
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日本の大学における
e-ラーニングの位置づけ

• メディアを活用した授業とは？
• 大学・通信教育の１単位
• 大学設置基準等の改正について
• 改訂のポイント

日本の大学におけるe-ラーニングの位置づけ

メディアを活用した授業とは？
文科省告示第51号（平成13年3月30日）

通信衛星、光ファイバ等を用いることにより、多様なメディアを
高度に利用して、文字、音声、静止画、動画等の多様な情
報を一体的に扱うもので、次に掲げるいずれかの要件を満
たし、大学において大学設置基準第25条第１項に規定する
面接授業に相当する教育効果を有すると認められたもので
あること。

同時かつ双方向におこなわれるものであって、かつ、授業を行
う教室、研究室又はこれらに準じる場所において授業を履修
されるもの。

毎回の授業の実施にあたって、設問解答、添削指導、質疑応
答等による指導を併せて行うものであって、当該授業に関す
る学生の意見の交換の機会が確保されているもの。
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日本の大学におけるe-ラーニングの位置づけ

大学・通信教育の１単位

大学設置基準

• 講義：１５－３０時間
• 演習：１５－３０時間
• 実験：３０－４５時間
• 実技：３０－４５時間
• メディアを利用した授業

大学通信教育設置基準

• 印刷教材等による授業
（＋添削指導）：４５時間

• 放送授業（＋添削指導）：
15時間

• 面接授業
• メディアを利用した授業

外国でも履修できる

日本の大学におけるe-ラーニングの位置づけ

大学設置基準等の改正について(答申)
大学審議会平成12年11月22日

• 大学設置基準改正要綱
– 授業は外国においても履修させることができるものとすること
– 大学は，学生が，外国の大学又は短期大学が行う通信教育による
授業を我が国において履修することにより修得した単位を，６０単位
を上限に当該大学において修得したものとみなすことができるもの
とすること。

• 大学通信教育設置基準改正要綱
– 授業は，外国においても履修させることができるものとすること。
– 卒業の要件に関する規定を，次のように改めること。 １　卒業の要
件として修得すべき単位数について，３０単位以上は，「面接授業」
又は「メディアを利用して行う授業」により修得するものとすること。
２　「面接授業」又は「メディアを利用して行う授業」により修得すべき
３０単位のうち１０単位までは，「放送授業」により修得した単位で代
えることができるものとすること。
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日本の大学におけるe-ラーニングの位置づけ

改訂のポイント

• 通信制大学の教育について、卒業に必要な
単位のすべてを、メディアを利用して行う授業
により習得することを可能とした。

• インターネット等を用いた授業で一定の条件
を満たしているもので、大学において、面接
授業に相当する教育効果を有すると認めたも
のを遠隔授業として位置づけることとした。

日本の大学におけるe-ラーニングの位置づけ

ネット大学設置基準緩和
• 敷地を持たずにインターネットを利用して通信教育だけを行
う大学や大学院の設置基準を構造改革特区に限り大幅に緩
和する方針

• 現行基準
– 定員4,000名の文学部＝3,440㎡以上
– 定員16,000名の工学部＝29,550 ㎡以上
– 専任教員=研究室を備える
– 大学図書館

• 緩和策：校舎などの施設について教育上支障のないように
整備すればよい
– 学長室・事務室などの本部機能を備えれば設置を認める
– 学習支援・技術支援担当の教職員の配置を求める
– 大学図書館：学部の種類、規模等に応じ、図書、学術雑誌、視聴覚
資料その他の教育研究上必要な資料を、図書館を中心に系統的に
備える
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構造改革特別区域における大学設置基
準等の特例措置について（概要）

中央教育審議会　大学分科会(第34回)H16.4.23

• （通信教育を行う大学院大学）
　原則として、大学設置基準第36条第１項、大学院設置基準第
19条などに規定する校舎等施設を整備する必要があるが、特
区においては、同基準第36条第１項第１号に規定する施設を
整備すれば、それ以外の施設の整備については特に求めない
こととする

（通信教育を行う大学）
　 原則として、大学通信教育設置基準第10条第２項において
別表第２に定める基準を満たすよう校舎等施設を整備する必
要があるが、特区においては、同基準別表第２の基準によらず、
大学設置基準第36条第１項に規定する校舎等施設について、
教育に支障のないよう整備すればよいこととする
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大学におけるe-ラーニングの現状

• 海外の大学におけるe-ラーニングの事例
–米国の教員養成
–米国MLS遠隔教育プログラム

• 日本の大学におけるe-ラーニングの事例
–信州大学インターネット大学院
–名古屋大学のWebCT導入
–岐阜大学のBLACKBOARD導入

大学におけるe-ラーニングの現状

米国の教員養成

• 遠隔教育の技術
• WBT型コース開発体制
• e-ラーニングの品質管理
• 教授者へのサポート
• 受講者へのサポート
• マネジメント
• 遠隔ｺｰｽに適した科目
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大学におけるe-ラーニングの現状

遠隔教育の技術
TV会議型
• オンライン教室設備コスト（$15,000-80,000）
• ネットワーク敷設コスト（光ファイバー網/衛星通信）
• 提供可能コース数の限界（マルチメディア教室・ネットワーク容量）
• 常駐テクニシャンによる技術サポート
WBT型
• WebCTとBlackboardが主流
• ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰと受講生・受講生同士の同期・非同期ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
• 提供可能コース数に制約なし
• 初動時には教材・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの準備が必要（開講１年前より）
• コース開発（$10.000-$20,000/コース＋開発支援スタッフ＋TA）
• 現職者教育に適する：受講時間と受講場所が自由

大学におけるe-ラーニングの現状

WBT型コース開発体制
チームによる開発

• ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ：ｺﾝﾃﾝﾂを作成
• ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾅﾙ･ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ：素材とｼｽﾃﾑを開発
• 著作権管理者：著作権登録・処理
個人による開発

• 各教授が対面授業と同じ授業を遠隔ｺｰｽで提供
• 対面授業のスライドやノートや記録音声をｳｪﾌﾞに乗せる
• 新任ﾌｧｶﾙﾃｨ募集時に遠隔ｺｰｽ担当を採用条件とする
専門技能を持つスタッフの必要性

• ｺﾛﾝﾋﾞｱ大学ﾃｨｰﾁｬｰｽﾞ･ｶﾚｯｼﾞ：20名＋
• 北ｱｲｵﾜ大学教育学部：40名＋
• ﾜｼﾝﾄﾝ大学ｱｳﾄﾘｰﾁ：60名＋
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大学におけるe-ラーニングの現状

e-ラーニングの品質管理
TV・衛星通信型
• 対象とするｻﾃﾗｲﾄ教室5箇所程度に限定
• 各ｻﾃﾗｲﾄ教室に複数の受講生を集める
• 受講生に名指して質問し回答させる（アイコンタクト）
• 教卓まわりの配線を画面で見せない工夫
• Web併用により事前に教材を配布
• 担当ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰが各ｻﾃﾗｲﾄ教室を巡回して授業
• 各教室に専従ﾃｸﾆｼｬﾝを常駐させ、ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰを授業に専念させる
WBT型
• テキスト主体
• 開講に先立ち実験的提供による評価と改善を実施
• 授業の核心は質の高いﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ（同期・非同期）
• ｵﾝﾗｲﾝによるｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ養成：遠隔ｺｰｽ受講経験
• ｵﾝﾗｲﾝによる受講生のｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ
• 事前にｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰと受講生が対面する機会を設ける

大学におけるe-ラーニングの現状

教授者へのサポート

教材開発支援
• 専門家チームによる教材開発
• 専属学生アシスタントをつける
• 大学図書館が教材として使える資料（電子ｼﾞｬｰﾅﾙ等）を提供
• ｳｪﾌﾞ教材共通ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄにｵﾝﾗｲﾝﾍﾙﾌﾟを埋め込む
• 遠隔コース担当教官にボーナスや昇進の機会を与える

遠隔コース実施支援
• 多様な形態の対話（ﾁｬｯﾄ･ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ･電話･電子ﾒｰﾙ）を実現で
きるﾂｰﾙ

• 受講生が多数（30人以上）の場合、支援ｱｼｽﾀﾝﾄが必要
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大学におけるe-ラーニングの現状

受講者へのサポート

• 容易に受講できる環境（特殊な技術なし）
• 受講生のICT環境に合わせる
• 受講生がｶｽﾄﾏｲｽﾞできる学習環境・ﾂｰﾙの提供
• ｵﾝﾗｲﾝによるｲﾝﾀｰﾈｯﾄ受講の技術指導
• 週7日・24時間体制のﾍﾙﾌﾟﾃﾞｽｸ開設
• 学位ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの最初に集中合宿
• ｺｰｽの最初に対面授業
• 遠隔受講生向け図書館ｻｰﾋﾞｽの充実

大学におけるe-ラーニングの現状

マネジメント

• 受講生確保のための広報
• 教授陣のe-ラーニング担当意欲を高める

–採用・ﾎﾞｰﾅｽ・昇進・支援ｽﾀｯﾌ・学生ｱｼｽﾀﾝﾄ
• e-ラーニング担当教授陣の育成

–受講体験
– ファカルティー･デベロップメント

• 支援要員の確保と育成
• ｺﾎｰﾄ･ｸﾞﾙｰﾌﾟによる受講生の人的ﾈｯﾄﾜｰｸ作り
• 受講生へのｻﾎﾟｰﾄの充実（支援ｽﾀｯﾌ・図書館）
• 試験の方法（プロクター）
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大学におけるe-ラーニングの現状

遠隔ｺｰｽに適した科目

• 現職者を対象とする資格認定・学位授与
–職を持ちながら学位を取得し昇進の機会を得る
–職場からの学費補助

• 大量の文献を必要とするｺｰｽに適する
–理論を扱うコース

• 実験・実習や実技指導を伴うｺｰｽには不適
• ﾊｰﾄﾞ･ｻｲｴﾝｽは完全ｵﾝﾗｲﾝに向いている
• ｿﾌﾄ･ｽｷﾙ（社会的ｽｷﾙ）必要分野は適さない
• 基礎学力と学習意欲のある受講生に限定する

e-learningと大学図書館
教材開発者と教授者へのサポート

• 教材開発の支援
– 大学図書館が教材として使える資料（電子ｼﾞｬｰﾅﾙ等）を提供
– 教材電子化における著作権処理

受講者へのサポート

• 遠隔受講生向け図書館ｻｰﾋﾞｽの充実
– 郵送&ファックス＆PDF化による文献の提供
– 電子メールによるデジタル･レファレンス・サービス開設
– E-leaningによる図書館利用教育

マネジメント

• 受講生へのｻﾎﾟｰﾄの充実（支援ｽﾀｯﾌ・図書館）
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大学におけるe-ラーニングの現状
米国MLS遠隔教育プログラム（USNEWS.com）

http://www.usnews.com/usnews/edu/elearning/tables/lib_reg_prof.htm

$38940人8時間662002U.Washington　リンク

$342/$727--8時間702002U.SourthCarolina (Columbia)

$321/$32725人24時間282004Clarion University of Pennsylvania

----24時間802001U.Pittsburgh　リンク

--40人3時間1102000U.Tennessee,　Knoxville　り

$100/$30030人12時間442000Texas Woman’s U.　リンク

--35人10時間1,2002000San Jose St.　リンク

$246/$400--12時間6501999U.North Texas　リンク

$41020人10時間3511999S.Connecticut St. U.　リンク

$337/96640人8時間471998U.Arizona　リンク

$287/$88850人15時間3301996Florida States　リンク

$302/$80230人12時間2141996U.Illinois Urbana　リンク
$58025人12時間1112000Drexel U.　リンク

$57530人10時間1881995U.Wisconsin　リンク

$80630人18時間1861993Syracuse U.　リンク

費用/単位クラス規模サポート学生数開始年大学

大学におけるe-ラーニングの現状

信州大学インターネット大学院
..¥..¥デスクトップ¥インターネット大学院カリキュラム.htm

http://cai.cs.shinshu-u.ac.jp/sugsi/info/lecture2.html

• 2002年4月開講
• CAI型教材のオンライン化
• コンピュータと情報分野に特化した大学院教育
• 初年度入学者：8１名

– 社会人
– 主婦
– 障害者

• 学生同士の自主的交流が進展
• 教材提供のためのe-ショップ開設
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大学におけるe-ラーニングの現状

名古屋大学WebCT導入
..¥..¥デスクトップ¥情報メディア教育センター.htm

http://www.media.nagoya-u.ac.jp/

2001年11月：WebCT日本語化
高等教育研究センター：教授法

情報メディア教育センター：コンテンツ

情報連携基盤センター：インフラ

U-PortalとWebCTの統合
2003年1月：「WebCTユーザ会」 発足
・e-ラーニング導入の効果

– 学生からのフィードバックによる教育品質の改善
– 学生の進捗レベルに応じた教育の提供
– 教育情報統合管理による大学経営の合理化

大学におけるe-ラーニングの現状

岐阜大学のBLACKBOARD導入
..¥..¥デスクトップ¥AIMS Gifu University.htm

http://guaims.cc.gifu-u.ac.jp/

• 2002年度の補正予算によりBLACKBOARDを全学
的に導入

• 目的：対面授業の補完
– 学生：予習・復習が可能
– 教員：授業時間以外に学生とコミュニケーション可
– 大学：休講がなくなる

• 学部による活用方法の違い
– 理工系：スライドの一元管理
– 看護系：必須スキル習得（CAI的利用）
– 教育系：共通教材・素材を搭載

－ 89 －



大学図書館とe-ラーニングの接点

• 教材開発支援
• e-ラーニング担当教員への情報サービス
• e-ラーニング受講者への図書館サービス

大学図書館とe-ラーニングの接点

教材開発支援

• 素材のデジタル化
• デジタル著作権処理
• 教材共有・再利用と学習オブジェクト・メタデー
タ
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大学図書館とe-ラーニングの接点

高等教育教材ゲートウェイ

• EduSource Canada
• MERLOT
• ARIADNE
• EducaNext
• EdNA
• LEARNet
• 教育メディアポータルサイト
• NIME-Glad

大学図書館とe-ラーニングの接点

EduSource Canada 
..¥..¥デスクトップ¥eduSource Canada.htm

http://www.licef.teluq.uquebec.ca/demoprod/edusource/eng/

• 2002年に発足
• 目的：カナダ全域の学習オブジェクトのレポジトリ同
士の相互運用テストベッドを構築
– CanCoreプロトコルの継続的開発とレポジトリ・メタデー
タの枠組みの普及と改良

– 教授法、プロトコル、ネットワーク工学、ハードウェアの統
合、サービスの品質管理、権利管理を含む重点領域にお
ける実験的な研究の支援

– ピアレビュー、コンテンツ改変、ユーザ支援、専門家の育
成、コンテンツの売買などの処理プロセスを実験するため
の全国的テストベッドの提供

– カナダの諸機関との協力および提携によるプロジェクト成
果の伝達と配布
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大学図書館とe-ラーニングの接点

MERLOT
..¥..¥デスクトップ¥MERLOT Home Page.htm

http://www.merlot.org/Home.po

• 19９6年に米国で設立（カリフォルニア州立大）
• 目的：情報技術を利用した遠隔教育の普及と情報技術の教育
への応用を促進

• 活動：参加機関の教員が制作したオンライン教材を評価し、そ
の結果を教員の昇任に結びつける役割を果たす

• 他者が制作したデジタル教材を自分の教育環境に合わせてカ
スタマイズ可能

• 2003年：20以上の大学システムと20以上の学会・専門職団体
が参加

• 1万件のオンライン教材のメタデータとリンクを評価データととも
に登録

大学図書館とe-ラーニングの接点

ARIADNE
ARIADNE : Foundation for the European Knowledge Pool

http://www.ariadne-eu.org/

• 1995-2000：ヨーロッパ共同体の研究開発プロジェク
トとして教材共有システムと教材制作ツールを開発

• 2000：ARIADNE基金発足
– ヨーロッパに拠点を置く高等教育オンライン教材（知識プー
ル）のレポジトリ

– 多言語・多文化に対応したインターフェイス、ツールおよび
ネットワークを運用している。

– あらゆる学習者が自分の言語や文化によって提供される
高等教育に無料でアクセスできるようにする

• IEEE/LOMの開発と国際標準化を推進
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大学図書館とe-ラーニングの接点

EducaNext
..¥..¥デスクトップ¥The EducaNext Portal for Learning Resources.htm

http://www.educanext.org/ubp

• 2001： UNIVERSALプロジェクトをヨーロッパ共同体の資金
援助で実施

• 目的：高等教育機関、研究機関、専門家団体が学習資源を
共有・検索・再利用

• ヨーロッパに拠点をおく多言語学術ポータル
• 教育コンテンツの提供者と利用者の交換プロセスを支援（追
跡機能あり）

• ピアレビュー：公式・非公式の2つのレベルでオンラインコン
テンツのピアレビューを実施

• 総合的レビュー：インストラクショナルデザイナー、メディアデ
ザイナー、主題専門家、プログラマー、利用者を含む異なる
背景を有する評価者チームによる

大学図書館とe-ラーニングの接点

EdNA
..¥..¥デスクトップ¥Welcome to EdNA Online.htm

http://www.edna.edu.au/edna/go/pid/1

• 1999：遠隔教育のディレクトリーとして開始
• 目標：オーストラリアにおけるインターネットを
利用した教育、学習、訓練の支援と促進

–サービスとツールはオーストラリアのカリキュラム
に沿って構成

–オーストラリアの教育機関、教育関係者およびオー
ストラリア政府機関に無料で提供
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大学図書館とe-ラーニングの接点

LEARNet 
..¥..¥デスクトップ¥learnet_hku[1].htm

http://www.learnet.hku.hk:8051/

• 2002:香港地域の8大学が参画するコンソー
シアムとして発足

• 目的：香港地域で高品質の高等教育学習資
源を共有

• Universitas21 （国際的な大学のe-ラーニン
グコンソーシアム）の教材開発・共有システム
を導入

• 香港大学図書館がLEARNetコンソーシアム
運営に参加

大学図書館とe-ラーニングの接点

NIME-Glad
.¥..¥デスクトップ¥メディア教育ポータルサイト.htm

http://nime-glad.nime.ac.jp/
• 2005年３月開設
• 内外の高等教育eラーニング・プログラムへ
のリンク

• ARIADNE、EdNA、Edsource Canada、
MERLOTと連携してGLOBEコンソーシアム
を形成し国際的な相互運用をめざす
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大学図書館とe-ラーニングの接点

教員への情報サービス

• 電子ジャーナルの購読
• デジタル教材・素材の提供
• 著作権処理
• 教材制作支援

大学図書館とe-ラーニングの接点

遠隔受講者への図書館サービス

• 資料貸出（郵送）
• 資料コピー（郵送・ファックス・PDF）
• レファレンスサービス

–電子メールによるデジタルレファレンスサービス
– リアルタイム・チャット
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e-ラーニングを支援する
図書館員に期待される知識とスキル

• 資料のデジタル化
• デジタル著作権の権利処理
• 電子図書館の開発と運営

–デジタル教材・素材ゲートウェイやレポジトリ活用
–所蔵資料のデジタル化
–デジタル資料へのメタデータ付与

• 電子図書館サービス
–デジタル資料の貸出
–デジタルレファレンスサービス
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